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博
物
館
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
暮

ら
し
て
い
る
宜
野

湾
市
を
学
ぶ
場
所

と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
展
示
の

内
容
も
、
地
域
に

ね
ざ
し
た
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
」
と
か
「
学

習
」
と
い
う
と
、

お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

博
物
館
で
の
「
学
び
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
学
ぶ
方

法
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
学
校
な

ど
で
学
ぶ
「
学
校
教
育
」
と
、
博
物
館
な
ど
で
学

ぶ
「
社
会
教
育
」
で
す
。

　「
学
校
教
育
」
で
は
、
決
ま
っ
た
年
齢
、
決
ま
っ

た
教
科
書
、
決
ま
っ
た
時
間
割
で
同
じ
内
容
を
学

び
ま
す
。
し
か
し
「
社
会
教
育
」
は
、
学
び
た
い

人
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
、
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。当
館
の
常
設
展
示
室
や
企
画
展
か
ら
、

自
分
の
知
り
た
い
こ
と
を
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

ま
た
、
調
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
展
示
か

ら
、
意
外
な
発
見
が
で
き
る
こ
と
も
、
博
物
館
の

学
び
の
楽
し
み
で
す
。

　
当
館
で
開
催
し
て
い
る
市
民
講
座
も
、「
学
び
」

の
場
所
で
す
。
参
加
し
て
講
師
の
お
話
や
案
内
な

ど
を
聴
く
だ
け
で
も
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
す
る
と
、

も
っ
と
楽
し
い
「
学
び
合
い
」
の
場
所
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
知
っ
て
い
る
情
報
を
語
り
合
う
こ
と

で
、
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
博
物

館
友
の
会
で
す
。
年
間
テ
ー
マ
を
決
め
て
自
主
的

な
学
習
を
行
う
サ
ー
ク
ル
活
動
や
、
企
画
展
担
当

職
員
に
よ
る
展
示
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
新
た
な
発

見
や
学
び
合
い
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
当
館
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
が
「
学
び
」
や
「
学

び
合
い
」
を
通
し
て
、
歴
史
、
年
中
行
事
や
祭
り

な
ど
の
民
俗
、
地
域
に
残
る
文
化
財
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
地
元
で
あ
る
宜
野
湾
市
の
良

さ
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
方
々
も
、
ぜ

ひ
当
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
新
た
な
宜
野

湾
市
民
と
し
て
、
過
去
に
住
ん
で
い
た
地
域
と
比

べ
な
が
ら
、「
学
び
」
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

138

沖
縄
随
一
の
完
備
を
誇
っ
た
普
天
間
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

市民講座の様子（平成26年10月グスクめぐり）

　陽
射
し
も
和
ら
ぎ
、
涼
し
い
時
期
を
迎
え
て

運
動
に
快
適
な
季
節
で
す
。今
回
は
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
シ
ー
ズ
ン
に
因
ん
だ
お
話
し
を
紹
介
し
ま
す
。

　現
在
の
普
天
間
高
校
と
普
天
間
小
学
校
、
両

校
の
運
動
場
は
、
か
つ
て
は
「
普
天
間
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

か
ら
65
年
前
の
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
10
月

21
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

戦
前
の
県
立
農
事
試
験
場
普
天
間
試
験
地
の
農

場
地
で
、
戦
後
、
農
場
跡
地
を
整
備
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
中
頭
地
区

の
胡
差
体
育
協
会
か
ら
発
案
さ
れ
、
当
時
の
野

嵩
中
高
校
、
普
天
間
初
等
学
校
が
中
心
と
な
っ

て
地
域
住
民
、
軍
工
作
隊
、
民
政
府
工
務
部
の

協
力
を
受
け
て
49
（
昭
和
24
）
年
10
月
か
ら
整

備
を
開
始
し
ま
し
た
。
敷
地
一
万
坪
余
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
と
野

球
場
を
設
け
た
施
設
と
し
て
、
当
時
は
沖
縄
随

一
の
完
備
を
誇
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
新
聞

に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
野
嵩
中
校
、
普
天
間
初
等
学
校

女
子
生
徒
に
よ
る
体
育
ダ
ン
ス
と
米
琉
対
抗
野

球
、
そ
し
て
角
力
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
日
に
は
、
米
琉
陸
上
競
技
大
会
と
し
て
ト

ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー
ル
ド
の
16
種
目
の
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
と
お
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
開
場
を
祝
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
も
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
中
部
地

区
の
陸
上
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、
62
（
昭

和
37
）
年
の
宜
野
湾
市
、
市
昇
格
の
祝
賀
式
典

会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
民
謡
祭
や
オ
ー
ト

レ
ー
ス
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
普
天
間
高
校
と
小
学
校
の
運

動
場
と
し
て
塀
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
宜
野

湾
市
の
、
ひ
い
て
は
中
部
地
区
の
競
技
場
と
し

て
の
役
目
を
終
え
、
今
で
は
高
校
、
小
学
校
の

生
徒
た
ち
が
運
動
場
を
駆
け
巡
る
声
が
響
い
て

い
ま
す
。
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史
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入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　  

お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく

普天間高校側からみる普天間総合グラウンド　1953（昭和28）年

沖
縄
随
一
の
完
備
を
誇
っ
た
普
天
間
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

みんなが「学ぶ」場所、博物館みんなが「学ぶ」場所、博物館

茶ち
ゃ
ー

女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば 132号

学び、ふれあい、感じる実践の場 めめ ぶぶ きき 情情 報報ふふ★★ くく ふふくく

「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１

★
第
６
回
ふ
く
ふ
く
講
座

予
約
・
問
合
せ

　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22‐

２
号

電
　
話
　
８
９
６-

１
６
１
６
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
９
６-

１
２
１
９

よ
り
良
い
家
庭
を
築
き
た
い
男
性
の
方
々
へ
！

「
み
ん
な
の
ハ
ッ
ピ
ー
じ
の
ー
ん
・
パ
ー
ト
２
」

日
時：

11
月
７
日
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所：

ふ
く
ふ
く
　
主
催：

市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

問
合
せ：

０
９
０-

８
２
９
２-

３
５
９
５

　メディアには不思議な力があります。テレビなどで紹介する「ある男・ある女の話」を、視聴者は無意識のうちに「あ
るべき男・あるべき女の話」として捉え、その結果、自分らしい選択が難しくなってしまうことがあるのです。
　「メディアリテラシー」とは、メディアの情報を主体的に読み取る力のことです。紹介される人物たちをあくまで
も「その人の話」として読み、「あるべき姿」と思い込まない力が視聴者には必要となります。

　「メディアリテラシー」を身につければ、メディアが「当た
り前」や「ジェンダー」を作っていることを読み解くことができ、
結果それに影響されにくくなります。
　そのため自分の考えも相手の考えも尊重できるようになり、
自分らしい選択ができたり、より良い人間関係を築く事にも
つながります。

①メディアはより多くの人の共感を得る必要が
あるため、「多数派」を描く。

＜女性は家事、男性は仕事だから…＞
○『主婦』が大喜び！野菜が値下がり！
○賃金値下げで世の『お父さん』がピンチ！

②多数派は何度も繰り返し登場するので、人々
は「これが当たり前」「あるべき姿」と思う。

○女性が家事をする様子が繰り返し登場。
トップに就くときは特別なこととして紹介。
※性別を頭に。「女社長」「女医」

③多くの人々は「あるべき姿」になろうとする。
または自分の「当たり前」を押しつける。

「受験勉強したいけど、彼女だったら彼のために
お弁当作らなきゃ…」
「育休が取りたい？男が何考えてるんだ！」

④今まで多数派ではなかった人たちが新たに多
数派に入るので、より多数派になる。

メディアが描く男女のあり方が『ジェンダー※』
となり、その影響で自分らしい選択が阻害されて
しまう。

　
Ｄ
Ｖ
は
、
配
偶
者
や
恋
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
に
起
こ

る
暴
力
の
こ
と
で
す
。多
く
の
場
合
、被
害
者
は
女
性
で
す
。

身
体
的
な
暴
力
に
限
ら
ず
、
暴
言
や
外
出
の
制
限
も
Ｄ
Ｖ

で
す
。

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
二
週
間
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　
精
神
科
医
の
立
場
か
ら
、Ｄ
Ｖ
が
い
か
に
身
近
な
問
題
で

あ
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
暴
力
を
な
く
す
た

め
に
出
来
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
そ
の
他
、ふ
く
ふ
く
共
催
講
座
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。

①
11
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
午
後
５
時

「
思
春
期
の
性
の
課
題
を
考
え
る
〜
二
次
性
徴
の
学
習
を
中
心
に
〜
」

※

詳
細
は
17
ペ
ー
ジ
「
情
報
掲
示
板
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時
：
11
月
18
日（
水
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場
　
所
：
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
講
堂

対
　
象
：
関
心
の
あ
る
方（
市
外
の
方
も
可
能
）

受
講
料
：
無
料

☆
受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

一
時
保
育
の
申
込
み
締
め
切
り
：
11
月
９
日（
月
）

皆さんのご参加をお待ちしています。

「
Ｄ
Ｖ
と
は
？
あ
な
た
の
身
近
で

　
　
　
　
　
　
　
　
起
き
て
い
る
こ
と
」

　
〜
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
〜

テ
ー
マ

メディアリテラシーって知っていますか？メディアリテラシーって知っていますか？

講
師
：
竹
下
　
小
夜
子(

精
神
科
医)

～メディアはいつも「これが当たり前」とささやく～

メディアによる思い込みの連鎖

「当たり前」に邪魔されない！

女性を指導するかっこいい
男性のイラストばかり使わ
れているけど…

その逆だってあり得るよね！

※社会的に形成された性差のこと。例：男は指導的、女は補助的役割が当たり前…
　「男だから」「女だから」と、合理的な理由もなく活動を制限されたり、役割を押しつけられることもあります。

～メディアはいつも「これが当たり前」とささやく～


